
TDR／Sパラメータ測定お悩みなんでも相談室 ＃03
⾼速伝送路（プリント基板、ケーブル、コネクタなど）の評価や不良解析で起こる問題点・課題を解決
いたします。

〈問題点・課題〉
4ポートのネットワークアナライザの校正作
業は⼿順が多く、間違いやすく、定期的に
⾏うのは⾮常に煩雑です。

⾼速伝送路の特性評価/不良解析

テレダイン・レクロイ
（テレダイン・ジャパン株式会社）

〈電話〉
042-402-9400

〈ウェブサイト TDR特集ページ〉
https://lcry.us/3IWQptb

メールでの問合せ先 lecroy.contact.japan@teledyne.com
お気軽にご相談ください。（お電話の受付時間 9︓00〜17︓00、⽉〜⾦曜⽇）

テレダイン・レクロイなら課題を解決します︕

校正は必須の作業ですが、4ポートの機器の⼿動校正
は、上図のようなな⼿順でケーブル端に校正キットの
接続を替えながら計測する必要があります。接続はト
ルクレンチで確実に締め付ける必要があり、煩雑で間
違い安いので⾼ストレスの作業です。
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WavePulser40iX
校正キットは内蔵されており、校正データ
の有効時間を設定すれば、後は必要な時に
⾃動的に校正が実⾏されます。DUTに接続
したままで校正できるため、ストレスフ
リーです。

T3SP15D
2ポート機器なので4ポートほど煩雑ではな
く、ウィザードに従う操作で簡単です。

ポート1ー校正器ポート1
ポート2ー校正器ポート2

ポート1ー校正器ポート1
ポート3ー校正器ポート2

ポート1ー校正器ポート1
ポート4ー校正器ポート2

ネットワークアナライザの電⼦校正では、電⼦
校正キットが外部にあるため、校正には計測時
とケーブルの接続を変更する必要があります。

ま た 、 30GHz 以
上では、2ポート
の機器を⽤いて校
正作業をしなけれ
ばならないため、
左図のような３種
類の接続を切り替
えながら⾏う必要
があります。


